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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社及び当社子会社において、過年度の不適切な取引及び会計処理が存在することが判明いたしました。

平成23年８月より第三者調査委員会による調査を行い訂正すべき内容が判明いたしましたので、当該訂正

を行うため、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、平成21年６月12日に提出した第17期第

２四半期（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）の四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

なお、連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所につきましてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修

正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む。）を提出いたします。

訂正後の四半期連結財務諸表につきましては、清和監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　
２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

　１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

　４　財政状態及び経営成績の分析

　　(1) 経営成績の分析

　　(2) 財政状態の分析

　　(3) キャッシュ・フローの状況

第５　経理の状況

　１　四半期連結財務諸表

　　(1) 四半期連結貸借対照表

　　(2) 四半期連結損益計算書

　　(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　注記事項

　　(四半期連結貸借対照表関係)

　　(株主資本等関係)

　　(セグメント情報)

　　(１株当たり情報)

　
３ 【訂正内容】

訂正箇所は　　を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項につい

ては訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第17期
第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

第16期

会計期間

自　平成20年
　　11月１日
至　平成21年
　　４月30日

自　平成21年
　　２月１日
至　平成21年
　　４月30日

自　平成19年
　　11月１日
至　平成20年
　　10月31日

売上高 (千円) 6,379,6343,450,70012,704,292

経常利益 (千円) 170,279 114,225△20,319

四半期(当期)純利益 (千円) 107,931 70,632 11,310

純資産額 (千円) ― 961,418 824,831

総資産額 (千円) ― 5,125,4395,589,658

１株当たり純資産額 (円) ― 19,899.8318,598.23

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2,508.751,610.38 298.10

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2,339.321,503.75 ―

自己資本比率 (％) ― 18.0 14.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 280,917 ― 514,849

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 208,555 ― △80,386

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △309,346 ― △666,843

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 248,550 68,424

従業員数 (名) ― 333 330

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

３　潜在株式調整後１株当たり当期純利益について、第16期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社京王ズホールディングス(E04485)

訂正四半期報告書

 3/29



　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年４月30日現在

従業員数(名) 333（24）

(注) １　従業員数は、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員数であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年４月30日現在

従業員数(名) 17

(注) １　従業員数は、提出会社の就業人員数であります。

２　従業員数の減少は、主に連結子会社（移動体通信事業）への出向によるものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは生産を行っておりませんので、該当事項はありません。

　
(2) 商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

移動体通信事業 2,268,620

テレマーケティング事業 ―

不動産賃貸事業 ―

合計 2,268,620

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注実績

当社グループは受注実績について記載すべき事項はありません。

　
(4) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

移動体通信事業 3,372,092

テレマーケティング事業 48,837

不動産賃貸事業 29,770

合計 3,450,700

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

テレコムサービス㈱ 1,901,988 55.1

ＫＤＤＩ㈱ 724,387 21.0

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題等による国際金融市場の混

乱、急激な為替相場の変動、原油・資源価格の乱高下等を原因とする世界的な景気後退の波が日本を直撃

し、企業収益は急激に悪化いたしました。個人消費につきましても、雇用情勢の悪化等の先行き不透明感か

ら購買意欲の低下に拍車が掛かっております。

　このような状況の中、当社グループは前期から引き続いてコストの削減に努めました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における当社グループの売上高は3,450百万円と前年同期を下回り

ましたが、営業利益は75百万円、経常利益は114百万円、四半期純利益は70百万円となっております。

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。

① 移動体通信事業

　移動体通信事業につきましては、新規販売台数に若干伸び悩みが見られましたが、機種変更台数は順調

に推移しました。昨年8月に行いました新潟地区7店舗の譲渡の影響もあり、売上高は3,372百万円と前年

を下回りましたが、前期に行いましたコスト改善効果により、営業利益168百万円となりました。

② テレマーケティング事業

　テレマーケティング事業につきましては、AIGグループの諸問題の他、保険契約件数が計画より減少した

ため営業損失とはなっておりますが、秋田コールセンターを仙台の西多賀コールセンターに集約するこ

とにより、コスト改善、効率改善の準備を進めております。なお、秋田コールセンター統合に伴い、店舗整

理損45百万円を計上しております。また、ストックコミッションの一部譲渡により、財務体質の改善も進

めております。そのため、売上高48百万円、営業損失55百万円となりました。

③ 不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業につきましては、管理コストの削減および減価償却費の低下により、売上高は29百万円、

営業利益は11百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は339百万

円減少し1,734百万円、固定資産は124百万円減少し3,391百万円となりました。これは主に売上債権の減少、

のれんの償却によるものであります。その結果、総資産額は464百万円減少し、5,125百万円となりました。

　負債の状況は、流動負債は432百万円減少し3,146百万円、固定負債は168百万円減少し1,017百万円となり

ました。これは主に買掛金の減少、借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は600百万円減

少し4,164百万円となりました。

　純資産の状況は、136百万円増加し、961百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上によるもので

あります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期連結

会計期間末と比較して195百万円増加し248百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、154百万円となりました。これは主に売上債権の減少によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、24百万円となりました。これは主に役員保有会社に対する金銭債権の減少

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、16百万円となりました。これは主に長期借入によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。

新たに決定した設備の除却計画は、以下のとおりです。

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別セ
グメントの名称

設備の内容
期末帳簿価額
（千円）

除却等の
予定年月

除却等による
減少能力

㈱ノーブル
コ ミ ュ ニ
ケーション

秋田市
テレマーケティ
ング事業

コールセン
ター

3,818
平成21年
7月

売上高への影響
は軽微です。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 170,000

計 170,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年６月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,446 54,646
東京証券取引所
（マザーズ）

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株制度は採用してお
りません。

計 47,446 54,646 ― ―

(注)「提出日現在発行数」には、平成21年6月5日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

① 平成13年改正旧商法の規定に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。

平成18年１月26日株主総会特別決議

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年４月30日)

新株予約権の数 1,270個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 1,270株

新株予約権の行使時の払込金額 156,260円

新株予約権の行使期間 平成20年１月27日～平成22年１月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格　　　　　156,260円
資本組入額　　 　　78,130円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者（以下、「新株予約権
者」という。）は、権利行使時においても、当社及び当
社子会社の取締役、監査役及び従業員の地位にあるこ
とを要するものとする。
　新株予約権者が死亡した場合は、相続を認めないもの
とする。
　その他の条件については、本株主総会及び取締役会の
決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する
「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡、質入れその他の一切の処分は認め
ないものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、それぞれ効力発生の時をもって次の算式によ

り払込価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 ×
１

分割・併合の比率

　また、時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分を行う場合（商法第280条ノ20及び商法第280条ノ

21の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く。）は、次の算式により払込価額を調整し、調整による１円

未満の端数は切り上げる。

調整後
払込価額

＝
調整前
払込価額

×
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

新規発行前の１株当たりの時価

新規発行株式数＋新規発行株式数
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② 会社法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。

平成20年12月11日取締役会決議

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年４月30日)

新株予約権の数 4,162個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数
当初行使価額（ 9,654円）における株式数：25,000株
上限行使価額（19,308円）における株式数：15,000株
下限行使価額（ 7,241円）における株式数：30,000株

新株予約権の行使時の払込金額 40,000円

新株予約権の行使期間 平成20年12月29日～平成21年12月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

当初行使価額　　 9,654円
上限行使価額　　19,308円
下限行使価額　　 7,241円
資本組入額　　　20,020円

新株予約権の行使の条件

本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数
が当該時点における授権株式数を超過することとなる
ときは、当該新株予約権の行使を行うことはできない。
また、各本新株予約権の一部行使はできない。

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認
を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、40,000を次の各号のとおり修正又は調整される行使価額で除して

得られる数を切り上げた数である。

２　行使価額の修正

当社は、払込日の翌日以降の毎取引日において、当該日において有効な行使価額と当該日の東京証券取引所

（以下「取引所」という。）における当社普通株式の普通取引の終値の90％に相当する金額（1円未満切捨

て。以下「基準価格」という。）を比較し、基準価額が行使価額を1円以上上回る場合又は下回る場合には、行

使価額を当該基準価格に修正する。なお、次項で定める行使価額の調整事由が生じた場合には、修正後の行使

価額は、本要項に従い当社が適当と判断する値に調整される。ただし、かかる算出の結果、基準価格が当初行使

価額の75％に相当する金額（円位未満小数第1 位まで算出し、その小数第1位を切り上げる。）（ただし、次項

による調整を受ける。以下「下限行使価額」という。）を下回る場合には、修正後の行使価額は下限行使価額

とし、基準価格が当初行使価額の200％に相当する金額（ただし、次項による調整を受ける。以下「上限行使価

額」という。）を上回る場合には、修正後の行使価額は上限行使価額とする。

３　行使価額の調整

当社は、本新株予約権の割当日後、当社普通株式が交付され、発行済普通株式数に変更を生じる場合または変

更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式（以下「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調

整する。

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×

既発行
普通株式数

＋
交付普通株式数×1株あたりの払込金額

時価

既発行普通株式数＋交付普通株式数
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年３月19日～
平成21年４月30日(注)

4,800 47,446 16,0161,145,98816,016 16,776

(注) １　新株予約権の行使による増加であります。

２　平成21年5月14日、26日、6月1日付で新株予約権の行使があり、発行済株式総数が7,200株、資本金が26,026千円、

資本準備金が26,026千円それぞれ増加して、発行済株式総数残高は54,646株、資本金残高は、1,172,014千円、

資本準備金残高は42,802千円となっております。

　

(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

佐々木　英　輔 宮城県仙台市太白区 8,505 17.93

株式会社光通信 東京都豊島区南池袋１丁目16-15 8,380 17.66

株式会社Ｅ・Ｓワン 宮城県仙台市青葉区国分町２丁目10-11 5,000 10.54

株式会社イチヤ 高知県高知市帯屋町１丁目10-18 1,246 2.63

イシイ株式会社 宮城県仙台市若林区卸町２丁目7-6 1,000 2.11

間　嶋　伸　治 兵庫県西宮市 533 1.12

MORGAN STANLEY & CO.
INTERNATIONAL PLC

25 Cabot Square, Canary Wharf, London
E14 4QA, U.K.

521 1.10

向　井　さやか 大阪府大阪市城東区 414 0.87

佐　藤　　進 静岡県浜松市中区 360 0.76

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１丁目9-1 318 0.67

計 ― 26,277 55.38

(注)　当社は、自己株式1,185株（発行済株式総数に対する割合：2.5％）を保有しておりますが、上記の大株主の状況に

は記載しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) （自己保有株式）
普通株式　 1,185

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　46,261 46,261 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 47,446 ― ―

総株主の議決権 ― 46,261 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社京王ズホール
ディングス

宮城県仙台市青葉区
中央２丁目2-10

（自己保有株式）
1,185

― 1,185 2.5

計 ― 1,185 ― 1,185 2.5

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
11月 12月

平成21年
１月 ２月 ３月 ４月

最高(円) 11,00010,3009,6209,32011,9008,400

最低(円) 9,6507,5106,3106,2007,0007,210

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成21年２月１

日から平成21年４月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年11月１日から平成21年４月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、清和監査法人により四半期レビューを受けております。

　
当社は、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期連結財務諸表について、清和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 ※２ 358,999 ※２ 368,753
　 　 売掛金 1,082,045 1,515,563
　 　 商品 166,094 99,669
　 　 その他 127,204 93,894
　 　 貸倒引当金 － △3,550

　 　 流動資産合計 1,734,343 2,074,329

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物及び構築物（純額） 398,944 ※２ 424,564
　 　 　 車両運搬具（純額） 2,922 3,476
　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 73,654 94,782
　 　 　 土地 580,246 ※２ 580,246

　 　 　 有形固定資産合計 ※１ 1,055,768 ※１ 1,103,069

　 　 無形固定資産 　 　
　 　 　 のれん 1,855,826 1,909,149
　 　 　 その他 118,594 134,251

　 　 　 無形固定資産合計 1,974,421 2,043,401

　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 長期貸付金 20,645 22,665
　 　 　 敷金及び保証金 298,963 303,356
　 　 　 役員及び役員保有会社に対する金銭債権 560,691 530,751
　 　 　 その他 24,169 14,291
　 　 　 貸倒引当金 △543,563 △502,206

　 　 　 投資その他の資産合計 360,906 368,858

　 　 固定資産合計 3,391,096 3,515,329

　 資産合計 5,125,439 5,589,658
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(単位：千円)

　 　 　 当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 831,706 1,101,667
　 　 短期借入金 992,000 1,265,000
　 　 1年内返済予定の長期借入金 429,771 368,854

　 　 未払金 336,292 364,388

　 　 預り金 220,392 32,779
　 　 仮受金 － 241,440
　 　 賞与引当金 24,326 25,304
　 　 短期解約違約金損失引当金 2,749 5,964
　 　 未払法人税等 27,102 25,980
　 　 未払消費税等 75,760 55,408
　 　 その他 205,946 91,653

　 　 流動負債合計 3,146,048 3,578,441

　 固定負債 　 　
　 　 社債 250,000 275,000
　 　 長期借入金 719,530 803,804
　 　 その他 48,442 107,581

　 　 固定負債合計 1,017,973 1,186,385

　 負債合計 4,164,021 4,764,827

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 1,145,988 1,983,550
　 　 資本剰余金 769,662 1,947,645
　 　 利益剰余金 △985,266 △3,142,295
　 　 自己株式 △9,798 －

　 　 株主資本合計 920,586 788,899

　 新株予約権 166 －
　 少数株主持分 40,665 35,931

　 純資産合計 961,418 824,831

負債純資産合計 5,125,439 5,589,658
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

　 　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

売上高 6,379,634

売上原価 5,447,047

売上総利益 932,587

販売費及び一般管理費 　
　 給料手当及び賞与 367,425
　 賞与引当金繰入額 21,870
　 福利厚生費 53,876
　 地代家賃 109,031
　 その他 224,684

　 販売費及び一般管理費合計 776,888

営業利益 155,698

営業外収益 　
　 受取利息 4,049
　 出資金運用益 3,946
　 コミッション譲渡益 84,824
　 その他 4,394

　 営業外収益合計 97,215

営業外費用 　
　 支払利息 32,335
　 株式交付費 5,958
　 貸倒引当金繰入額 36,307
　 その他 8,032

　 営業外費用合計 82,633

経常利益 170,279

特別利益 　
　 固定資産売却益 1,208

　 特別利益合計 1,208

特別損失 　
　 店舗整理損 52,042
　 貸倒引当金繰入額 1,500
　 減損損失 186

　 特別損失合計 53,729

税金等調整前四半期純利益 117,759

法人税等合計 5,093

少数株主利益 4,734

四半期純利益 107,931
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【第２四半期連結会計期間】

(単位：千円)

　 　

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年４月30日)

売上高 3,450,700

売上原価 2,983,248

売上総利益 467,451

販売費及び一般管理費 　
　 給料手当及び賞与 187,811
　 賞与引当金繰入額 10,476
　 福利厚生費 27,783
　 地代家賃 54,092
　 その他 112,096

　 販売費及び一般管理費合計 392,261

営業利益 75,190

営業外収益 　
　 受取利息 2,678
　 コミッション譲渡益 75,300
　 その他 3,185

　 営業外収益合計 81,164

営業外費用 　
　 支払利息 15,625
　 貸倒引当金繰入額 24,521
　 その他 1,982

　 営業外費用合計 42,128

経常利益 114,225

特別利益 　
　 固定資産売却益 1,000

　 特別利益合計 1,000

特別損失 　
　 店舗整理損 44,052

　 特別損失合計 44,052

税金等調整前四半期純利益 71,173

法人税等合計 1,934

少数株主損失（△） △1,393

四半期純利益 70,632
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

　 　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　
　 税金等調整前四半期純利益 117,759
　 減価償却費 62,890
　 減損損失 186
　 のれん償却額 53,322
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 37,807
　 賞与引当金の増減額（△は減少） △978
　 受取利息及び受取配当金 △4,049
　 支払利息 32,335
　 固定資産売却損益（△は益） △1,208
　 店舗整理損 52,042
　 売上債権の増減額（△は増加） 433,537
　 たな卸資産の増減額（△は増加） △66,425
　 仕入債務の増減額（△は減少） △269,960
　 預り金の増減額（△は減少） ※１ 187,612
　 仮受金の増減額（△は減少） ※１ △241,440
　 その他 △90,567

　 小計 302,864

　 利息及び配当金の受取額 4,678
　 利息の支払額 △18,960
　 法人税等の支払額 △7,672
　 法人税等の還付額 7

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 280,917

投資活動によるキャッシュ・フロー 　
　 定期預金の預入による支出 △10,000
　 定期預金の払戻による収入 200,000
　 有形固定資産の取得による支出 △10,113
　 有形固定資産の売却による収入 1,208
　 無形固定資産の取得による支出 △6,292
　 敷金及び保証金の差入による支出 △3,128
　 敷金及び保証金の回収による収入 6,939
　 役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △100,000
　 役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 100,000

　 役員保有会社に対する金銭債権の減少に伴う収
入

29,940

　 投資活動によるキャッシュ・フロー 208,555
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(単位：千円)

　 　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　
　 短期借入れによる収入 5,000
　 短期借入金の返済による支出 △278,000
　 長期借入れによる収入 100,000
　 長期借入金の返済による支出 △123,356
　 社債の償還による支出 △25,000
　 自己株式の取得による支出 △9,798
　 配当金の支払額 △4
　 新株予約権の発行による収入 △5,958
　 新株予約権の行使による株式の発行による収入 33,720
　 その他 △5,948

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △309,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 180,125

現金及び現金同等物の期首残高 68,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※２ 248,550
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均による原価法によっておりましたが、第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計委員会　平成18年7月5日　企業会

計基準第9号）が適用されたことに伴い、移動平均による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。これによる損益に与える影響はありません。

(2) リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月30日 企業会計基準第

13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年3月30日 企業会

計基準適用指針第16号）が平成20年4月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用

できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの基準を適用し、通常の売買取引に係る

会計処理によっております。これによる損益に与える影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続

き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

・表示方法の変更

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

（連結貸借対照表）

前連結会計年度において流動負債の「仮受金」に含めて表示しておりました移動体通信事業における料金収

納金等172百万円は、取引実態をより明瞭に示すため、第1四半期連結会計期間より流動負債の「預り金」に含め

て表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末
(平成20年10月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

　 428,562千円

 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

　 381,434千円

 

※２ 担保資産

担保に供されている資産で、事業の運営において重要
なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著
しい変動が認められるものは、次のとおりであります。

※２ 担保資産

現金 及び 預金 110,449千円

　
現金 及び 預金 300,328千円

建物及び構築物 222,753 〃

土          地 374,848 〃

計 897,930 〃

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

該当事項はありません。

　

第２四半期連結会計期間

該当事項はありません。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
 至　平成21年４月30日)

※１前連結会計年度において流動負債の「仮受金」に含

めて表示しておりました移動体通信事業における料

金収納金等172百万円は、取引実態をより明瞭に示す

ため、第1四半期連結会計期間より流動負債の「預り

金」に含めて表示しており、それに伴う増減となり

ます。

 

※２現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 358,999千円

預入期間が３か月超の定期預金 △110,449 〃

現金及び現金同等物 248,550千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年４月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　

至　平成21年４月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 47,446

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,185

　

３　新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 普通株式 24,972 166

連結子会社 ― ― ―

合計 24,972 166

(注)目的となる株式の数は、当第２四半期連結会計期間の末日時点のものであります。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成21年1月27日付で、欠損補填及び分配可能額の充実のために資本金854,338千円、資本準備

金1,947,645千円の減額を行っております。

また、平成21年1月29日付で自己株式の取得について決議し、当第２連結累計期間において1,185株、

9,798千円の自己株式取得を行っております。さらに、平成21年3月19日及び4月30日付で新株予約権の行

使があり、合わせて資本金が16,776千円、資本準備金が16,776千円増加しております。

この結果、当第２四半期連結会計期間末における株主資本の変動は以下の通りであります。

　 　 　 　 　 （千円）

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末 1,983,5501,947,645△3,142,295 ― 788,899

当第２四半期連結会計期間末までの
変動額

　 　 　 　 　

新株予約権の行使による新株発行 16,776 16,776 ― ― 33,553

四半期純利益 ― ― 107,931 ― 107,931

自己株式の取得 ― ― ― △9,798 △9,798

資本金からその他資本剰余金への
振替

△854,338854,338 ― ― ―

欠損補填 ― △2,049,0982,049,098 ― ―

当第２四半期連結会計期間末までの
変動額合計

△837,562△1,177,9822,157,029△9,798 131,686

当第２四半期連結会計期間末残高 1,145,988769,662△985,266△9,798 920,586
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(リース取引関係)

リース取引開始日が当四半期連結会計期間前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております。当四半期連結会計期間末における

リース取引残高は前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりま

せん。

　

(ストック・オプション等関係)

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)

　
移動体
通信事業
(千円)

テレマーケ
ティング事業
(千円)

不動産
賃貸事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,372,09248,837 29,7703,450,700 ― 3,450,700

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 3,372,09248,837 30,1133,451,042(342)3,450,700

営業利益又は営業損失（△） 168,330△55,551 11,310124,089(48,898)75,190

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主要な事業の内容

(1) 移動体通信事業・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次

(2) テレマーケティング事業・・コールセンターによるテレマーケティング事業

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

　
移動体
通信事業
(千円)

テレマーケ
ティング事業
(千円)

不動産
賃貸事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,170,087148,20161,3446,379,634 ― 6,379,634

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― 685 685 (685) ―

計 6,170,087148,20162,0306,380,320(685)6,379,634

営業利益又は営業損失(△) 298,894△84,045 21,112235,961(80,263)155,698

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主要な事業の内容

(1) 移動体通信事業・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次

(2) テレマーケティング事業・・コールセンターによるテレマーケティング事業

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20月11月１日　至　平成21年４月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末
(平成20年10月31日)

１株当たり純資産額 19,899.83円
　

１株当たり純資産額 18,598.23円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
 至　平成21年４月30日)

１株当たり四半期純利益 2,508.75円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 2,339.32円
　

　
(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
 至　平成21年４月30日)

１株当たり四半期純利益 　

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 107,931

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 107,931

　普通株式の期中平均株式数(株) 43,022

　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　

　四半期純利益調整額 ―

　普通株式増加数(株) 3,116

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―
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第２四半期連結会計期間

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日 
 至　平成21年４月30日)

１株当たり四半期純利益 1,610.38円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 1,503.75円
　

　
(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日 
 至　平成21年４月30日)

１株当たり四半期純利益 　

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 70,632

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 70,632

　普通株式の期中平均株式数(株) 43,861

　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　

　四半期純利益調整額 ―

　普通株式増加数(株) 3,110

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社京王ズホールディングス(E04485)

訂正四半期報告書

28/29



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年12月21日

株式会社京王ズホールディングス

取締役会　御中
　

清　和　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　筧　　　　　悦　　生　　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　戸　　谷　　英　　之　　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社京王ズホールディングスの平成20年11月１日から平成21年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間(平成21年２月１日から平成21年４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年11月１日

から平成21年４月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社京王ズホールディングス及び連結子

会社の平成21年４月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連

結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第

４項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表につい

て四半期レビューを行った。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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